
「がんぺーちゃんと　まほうのたね」

1. 本時のねらい

身近な自然に親しみ、動植物に優しい心で接しようとする心情を育てる。

1.「がんぺーちゃんと　まほうのたね」を視聴して話し合う。
発問① 「種を土に植えて、上から水をかけているとき、がんこはどんな気持ちだったでしょ

うか。」

発問④ 「動物や植物など、生き物の世話をして、大きくなったり、元気に育ったりしたことはあ
りますか。」

２. 自分の経験を振り返る。

・早く芽が出てほしい。
・どんな実ができるのかな。

・生長を楽しみにする気持ちを、がんこになりきって
考えさせる。

2. 本時の展開

学習活動 指導上の留意点

・木が元気になってうれしい。
・また水やりをやろう。
・実が食べられないからといって、水やりをやめて
ごめんね。

・動植物が元気になっていくのを見ているときの
気持ちを、がんこになりきって考えさせる。

・お世話をしてよかった。
・ずっと元気でいてほしい。
・これからも、たくさん実をつけてね。

・世話をした動植物が育ったときの気持ちを、がん
こになりきって考えさせる。

発問② 「がんぺーの水やりによって、枯れた木が元気を取り戻したとき、がんこはどんな気
持ちだったでしょうか。」

発問③ 「おいしそうな実をたくさんつけ、元気に育った木を見ているとき、がんこはどんな
気持ちだったでしょうか。」

・金魚が元気にえさを食べるのを見て、うれしく
なった。

・朝顔にきれいな花が咲いて、うれしかった。

・行為だけでなく、そのときの気持ちも振り返らせ
る。

」


